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美郷町スポーツ協会

　　 これまでのあゆみ

　美郷町スポーツ協会（当時は美郷町体育協会）は、旧
邑智町と旧大和村が合併した平成16年10月の翌年に発足
した。組織は、競技部と地域体育協会で構成されており、
それぞれで事業を実施している。
　各競技部の主な事業は、主催大会の開催と各種大会
への参加等である。陸上部は、町駅伝大会を秋に開催し
ており、中学生から大人まで参加し、旧邑智町時代から
続く伝統ある大会となっている。最近では走るコースを短
くして参加しやすいよう工夫して開催している。
　剣道部は、小中学生を対象とした「美郷町長杯争奪剣
道大会」を開催している。新型コロナウイルスの影響で、
中止や人数制限をした年もあったが、町内外から多くの
剣士が集まる大規模な大会で、毎年恒例となっている。
　バレー部と野球部は、小学生を対象とした大会を開催
しており、こちらも町内外から参加チームがあり、にぎわ
いを見せている。その他の競技部も、大会の開催や町外
大会へ参加するなど競技の普及と競技力の向上を目的に
活動をしている。各地域体育協会は、主に秋の地区民運
動会等を主催しているところが多く、その地域での健康
増進活動を行っている。

　　 現在の状況

　現在、美郷町スポーツ協会は、陸上・バレー・野球・
卓球・剣道・カヌー・スキー・ソフトテニス・ソフトバ
レー・グラウンドゴルフの10の競技部と６つの地域体育
協会で組織されている。近年では、スポーツ少年団や中
学校部活動の地域指導者として子どもたちの指導に大き
く関わっている。中でも、剣道部・カヌー部においては、
スポ少から一貫した指導を行っており、全国大会で上位
入賞を果たす選手を育成し輩出している。

　　 これから

　町は、人口減少や高齢化といった問題を抱えており、
それに伴う、各スポーツでの競技人口の減少といった、
厳しい状況におかれている。そのような中で、美郷町は
2030年に開催される「島根かみあり国スポ」のカヌー競
技会場に選定されている。カヌー競技において、町から
県代表となり好成績を残せる選手を輩出すべく、今後ま
すますジュニアの育成や選手の競技力向上に注力してい
く必要がある。美郷町スポーツ協会としても、地域スポー
ツの基盤として、町のスポーツ振興やスポーツ活動に寄
与していくことが求められている。そのためにも、会員一
人一人が地域スポーツの現状と課題を正確に捉え、意識
改革を行い、美郷町スポーツ協会の機能強化を図ってい
く必要がある。
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邑南町スポーツ協会

　　 これまでのあゆみ

　本町は、平成16年10月１日、羽須美村、石見町、瑞
穂町の３町村の合併により誕生。「夢響き合う元気の郷づ
くり」をテーマに、新しい町づくりがスタートした。平成
17年３月まで、各々の町村の体育協会で体育文化の進展
に寄与することを目的に、地区の体育行事や、各種競技
連盟の活動、子どもたちのスポーツ活動への支援を行っ
てきたが、町村合併を機に、平成17年４月、邑南町体育
協会を設立し、旧３町村単位の体育協会は石見、羽須美、
瑞穂それぞれの地域の支部体育協会として町民のさまざ
まなスポーツ活動に引き続き寄与している。

　　 現在の状況

　現在は、軟式野球、ファミリーバドミントン、グラウン
ドゴルフの邑南町長杯や邑智駅伝競走大会、陰陽軟式野

球大会、少年軟式野球邑智郡新人大会などを各支部主催
で開催している。また、町内で活動をしている各種スポー
ツ団体、地域でのスポーツ活動へのサポート、支援を
行っており、町内のスポーツ振興にとって欠かせない団
体となっている。また、令和５年から協会の名称を国県
の動向を踏まえて「邑南町体育協会」から「邑南町スポー
ツ協会」に名称を変更した。

　　 これから

　今後の展望として、2030年に開催予定の「島根かみあ
り国スポ・全スポ」に向けての機運醸成、部活動の地域
移行に向けた指導者の確保や受け皿への支援、町民誰も
がスポーツに気軽に親しめる生涯スポーツの推進など、
関係機関と連携しながら地域社会の発展に貢献してい
く。
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